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3世界的な開発競争の更なる激化

米国 半導体の生産・研究開発に527億ドル（約7兆円）、AI・量子コンピュータ・次世代通信規格（6G）などの先端技術開
発に200億ドル（約3兆円）の支援を行う「半導体・科学法2022」が成立(2022年8月)

欧州 欧州(EU、ドイツ、フィンランド)で18.5億ユーロ(約2,400億円)の政府研究開発投資(2022年3月現在)

EU
次期研究開発プログラムHorizon Europe(2021－2027年)で6G研究開発に9億ユーロ(約1,200億円)の投資を

決定(2021年3月)
SNS JUが上記9億ユーロを含め官民合計で20億ユーロ(約2,600億円)の資金を確保(2022年3月)

ドイツ 6G技術の研究開発(2021-2025)に総額7億ユーロ(約910億円)の投資を決定(2021年4月)

フィンランド 6Genesis Flagship Programを開始。2019-2026年の8年間で2.5億ユーロ(約330億円)の6G研究開発予算を計

上(2018年5月)

ロシア スコルコボ財団が、スコルコボ科学技術大学（Skoltech）と無線通信研究所（NIIR）において2023年から2025年にかけて国
家予算300億ルーブル（約644億円）を投じるロシア製6G通信機器開発プロジェクトの実施を表明(2022年７月)

中国 第14次五カ年計画の一環として6G研究開発を強化するとのデジタル経済プランを発表(2022年1月)

韓国 科学技術情報通信部(MSIT)が6G研究開発実行計画を発表。2025年までに2,200億ウォン(約210億
円)の投資を計画(2021年6月)

我が国が「Beyond 5G推進戦略」を策定・公表した2020年以降、欧米を中心に主要各国政府は
Beyond 5G（6G）の研究開発投資の積極拡大を表明。
⇒ 世界的な研究開発競争がますます激化し、Beyond 5G（6G）を取り巻く環境は大きく変化
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